
Rotary Weekly Report 2018.1.11 Vol.24

次　回
1月18日の
例　会

ROTARY : 
MAKING A DIFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす

★東山荘講堂
★12 ： 30点鐘
★年男大いに語る
（年男）

会 長 挨 拶

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12/21の出席報告 12/21のスマイル

12/7のメーキャップ

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

61名 57名 54名 94.74％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

秋田　敬君・勝又　厚君・山内強嗣君 

前々回の
確定出席率

欠席者
（３名）

11月29日
12月７日
12月８日

長 泉 Ｒ Ｃ
Ｅ ク ラ ブ
Ｅ ク ラ ブ

山内強嗣君
若林洋平君
井上　元君

・先週のクリスマス会は大変お世話になりました。
多くの皆様においで頂き楽しいひとときでした。
関係委員会の皆様ありがとうございました。
会長・幹事

・先週のクリスマス会には皆様のご協力をありがと
うございました。親睦活動委員会一同

・娘の定期テストが先週終わりました。その結果知
恵熱が出ました。そのためクリスマス会で皆様に
親しくご挨拶できずに失礼いたしました。
豊山　篤君

・１年間ありがとうございました。廊下に東山荘カ
レンダーを置いたのでお使いください。
堀口廣司君

国際ロータリー
第2620地区

週報御殿場
ロータリー
クラブ

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

第2499回　例会プログラム

●夫人誕生日／１月11日　山内強嗣君　ご夫人　香世子様
１月12日　芹澤正明君　ご夫人　賀寿子様

●皆　出　席／12月25日　勝又　誠君（ロータリー歴18年）
　１月６日　田代博久君（ロータリー歴41年）

会　員　慶　事

●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／18：00　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／新年会・年男大いに語る

親睦活動委員会（年男）

　先週のクリスマス家族例会には親睦委員会ほか関係の皆様方には大変お世話になりました。
　早いもので本日は上半期23回ある例会の最後となりました。この後、例会も２週続けて
の休みで下半期となります。
　会員の皆様方にはお正月の過ごし方などは殆ど決まっておられると思いますが、私どもでは３年位前までは
三嶋大社に１月２日あるいは３日に初詣をしていた事があります。大社の駐車場は混んでいるので有料の駐車
場に止めて、まず鰻の「櫻家」に順番待ちの｢記帳？｣をして大社に徒歩で向かいます。のんびり歩いて10分、
大社にお参りして30～40分、「櫻家」に約１時間後に戻るとあまり待たずに順番が来るという
段取りでした。
　先日、その「櫻家」に平日の昼に行きましたところ、あいも変わらずの盛況ぶりで、名前の
記入をして１時間以上待たされました。１人で待っている人々の会話を盗み聞きしていると、
他県からが多く地元の方はあまりいない様な状況でした。
　鰻を食うだけの「うんちく」は後日機会があればお話をさせて頂くとしますが、ネットでの
評判店は我慢強く並ぶ事が常識になっている様です。

会長挨拶用
ＱＲコード

勝 又 　 洋



勝又　　洋
秋田　悦夫
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上半期を顧みて

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会　長　勝 又 　 洋

幹　事　秋 田 悦 夫

ＳＡＡ　勝 又 敏 雄

大胡田明寿

司　会
鈴木善明君

ソングリーダー
池谷正徳君

出席報告
芹澤隆博君

会員誕生日
井上　元君　　若林洋平君　　斎藤　衛君　　梶原一正君

　１年前、心の準備と知識がないままお受けしました。第
１週からガバナー補佐訪問がありイレギュラーなスタート
でした。滝口さんの娘さんが青少年交換したいとの希望が
あり、皆様のご協力が頂け感謝しています。「子供の成長
ははやく」前交換留学生ケリーさんが片言の日本語しか話
せなかったのに、帰るときには敬語で帰って行きました。
残り宜しくお願い致します。

　早いもので本日は上半期最後の例会
となりました。
　１番最初の例会がガバナー補佐訪問
のクラブ協議会、２週目は恒例の前会長幹事慰労会、新入
会員歓迎会、３週目は３クラブ合同ガバナー公式訪問と息
つく暇の無いくらい世の中が回転して行きました。
　８月は例年ですと20日前後に富士山一斉清掃がある月
ですが、当クラブでは社会奉仕委員会事業としての参加を
止める事にしました。
　10月の観月会には親睦委員会にお手数をかけて満月が
見える会場を手配してもらいました。２週目の米山月間を
テーマとするお客様はモンゴルから来られた元米山奨学生
のポロルトヤさんで、判りやすい日本語で主にモンゴル共
和国の事を卓話して下さいました。10月14、15日の両日
は青少年交流の家オープンデーへの「未来への手紙」コー
ナーの出店、「END POLIO」キャンペーンの展開は青少年
奉仕委員会を巻き込んでの活動となる事ができました。そ
して10月19日は米山記念館での移動例会で、隅々まで見
学する事が無かった私どもには目新しいものが見られた気
がします。
　次の週にはクラブフォーラムでクラブ会則の明文化を
テーマにしての意見交換が行われ、テーマに限らず広い意
味でのクラブ運営に対するご意見が聞かれ､会員の皆様方
のクラブに対する思いやり、希望などを伺い知る事ができ、
明文化の以前に重要なものである事を認識しました。
　11月にも職業奉仕委員会による移動例会で、富士ス
ピードウェイ走行体験と見学でした。
　12月７日は年次総会、ガバナー補佐訪問のクラブ協議
会、理事会、被選理事会、特に総会では会則の明文化の承
認、次年度人事とともに承認頂けた事を感謝申し上げます。
　先週のクリスマス家族例会には久しぶりの大人数のご家
族にお越し頂きました。これも50周年記念懇親会に奥様
方をご招待したのが功を奏した感があります。親睦委員会
ほか関係の皆様方には大変お世話になりました。
　上半期を敢えて顧みるとしたら、カレンダー上で考えま
すと本年度は12月と１月の木曜日が微妙に例会、理事会
運営に難しい日にしたものだと悔やんでおります。理事の
皆様方、各委員会には大変ご苦労をかけ､お陰様で半年が
終わった事に感謝申し上げます。来る下半期もよろしくお
願いします。

　歳を重ねるごとに月日の過ぎるのが早く感じられ、つい
先ごろ石川年度の新年会が行われたばかりのように思われ
ますが、会長ノミニーも決まり、勝又会長年度も上半期が
終わろうとしております。
　勝又年度においては、50周年の大きな節目が過ぎ、新
たなスタートをされ、懸案事項でありましたクラブ細則も
決定し、望月年度より適用されることとなっており、被選
理事会ではクラブ運営の為の協議は大幅に削減され、クラ
ブ事業等について充分に協議がなされることと存じます。
　さて、本年度は勝又英男さんがＳＡＡの時に作られた
「お静かに」の札を復活させていただきましたが、会員諸
兄の協力のおかげで、上半期は一度も掲げることなく終わ
ることが出来ました。　
　皆様の真摯な態度に改めて敬服するしだいです。
　上半期には23回の例会が行われ、８回の例会は早退さ
れる会員はいませんでしたが、15回の例会で29名・合計
66名の会員が早退されました。忙しい中をさいて、少し
でも例会に出席しようとしている姿に感心いたしました。
　また、役目柄、鬼軍曹に徹し嫌な思いをされた方もいら
れるかと存じますが、この場をかりてお詫び申し上げます。
　下半期におきましても宜しくお願い致します。


